









Effect of Isometric Quadriceps Exercise for Patients with 
Osteoarthritis of the Knee 
(変形性膳関節症に対する運動療法の効果)






























結果は、運動療法開始後、~痛は経時的に軽減し 8 週で差が有患となった。筋力は30度、 60度膝伸展位
でそれぞれ38%、12%及び60度膝屈曲位で13%増加を認め、その差は8週より有意であったが、大腿周囲
径の増大は12週後でも認められなかった。関節水腫は減少し、関節液中のIA濃度には変化は認められな
かったが、 HA分子量(正常約270万)は21:t13万から240:!:12万に増大し、関節液の粘度も45.8mPa秒から
59.8mPa秒に上昇した (p<0.05)。
運動療法の有用性はIlく認識されているが、その効果は漠然と筋力増強によるものと考えられ、関節内
の生化学的変化に言及した報告は椅めて少ない。関節の潤滑や軟骨変性の抑制などに重要な役割をもっHA
は、高分子量である方が有利であるとされる。本研究により、膝OAではHAの濃度、及び分子量の低下が認
められ、運動療法後に痔痛や筋力改善に加えHAの分子量が増加し、関節液の粘度も上昇していることが不
され、運動療法の効果発現の-要閃となっている可能性が示唆された。
以上の研究は高齢化社会に伴い今後さらに増加し、 QOLの低下の大きな原因となる変形性膝関節症に
対する治療面において、寄与するところが大であると考えられる。よって本研究者は、|専士(医学)の学
位を授与されるに値すると認められた。
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